
「第３次・健康たかつき２１(健康増進計画・食育推進計画)」
に係る行政の取組状況

（令和５年度実績及び評価）

【庁内 １８課 ８８事業】

≪ 庁内所管課の取組状況≫

〇 令和５年度新規事業はありません。
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1

資
源
循
環
推
進
課

●
前島熱利用センター管
理運営事業

ごみ焼却熱を温水プールなどに
利用し、レクリエーションの普
及と健康の保持増進を図りま
す。

● ● ● ● ● ●
入場者総数：86,396人
内容：水泳教室、健康体操等の実施

入場者数は90,000人に到達しなかったが、
内容においては目標達成した。

指定管理
者（高槻
都市開発
グルー
プ）

あり

2

国
民
健
康
保
険
課

● ● 人間ドック等助成事業

30～74歳の市国保加入者を対象
に、人間ドック等の健（検）診受
診費用を助成することで、健康診
査受診及びがん検診受診を促し、
「がん」の早期発見・早期治療、
循環器疾患の予防及び早期治療に
つなげます。

● ● ● 人間ドック等費用助成件数：1,832件

健康診査受診及びがん検診受診を促し、
「がん」の早期発見・早期治療、循環器疾
患の予防及び早期治療につなげるために国
保加入者に対し人間ドック等の周知を行
い、人間ドック等の受診費用を助成した。

あり

3

国
民
健
康
保
険
課

● ● ● ● ●
健康づくりに関する情
報提供

健康増進・疾病予防などに関す
るパンフレットを窓口に設置
し、希望者（主に市国保加入
者）に配布することで、健康づ
くりに関する知識を普及・啓発
します。

● ● ● パンフレット購入：7種
希望者にパンフレットを配布し、健康づく
りに関する知識を普及・啓発した。

あり

4

健
康
医
療
政
策
課

●
特定給食施設等指導・
助言

特定給食施設などへの巡回指導
や講演会を通じて、給食施設に
て給食喫食者の栄養管理が適切
に行われるように指導・助言を
行います。

● ● ● ● ● ●

施設巡回件数14件
栄養業務担当者研修会1回（36施設：39
人）
特定給食講演会1回（オンデマンド配信：
対象255施設に周知）

巡回指導や講演会を通じて、特定給食施設
等における栄養管理の向上を図ることがで
きた。

あり

5

健
康
医
療
政
策
課

●

食の環境整備事業（高
槻集団給食研究会の支
援）

給食施設を有する事業所などが
参加する「高槻集団給食研究
会」の支援を通じて、自主的な
栄養管理と給食喫食者の教育を
推進します。

● ● ● ● ● ●
定時総会での記念講演会1回（56施設）
全体研修会1回（36施設：39人）

高槻集団給食研究会の支援を通じて、特定
給食施設等における自主的な栄養管理と給
食喫食者の教育を推進できた。

高槻集団
給食研究
会加入事
業所　等

あり

6

健
康
医
療
政
策
課

● ●

食の環境整備事業
（「うちのお店も健康
づくり応援団の店」へ
の加入推進）

外食に関する団体、企業、行政
等で構成する「大阪ヘルシー外
食推進協議会」に参画し、市民
の健康づくりを食生活から支援
するために、「うちのお店も健
康づくり応援団の店」への加入
を推進します。

● ● ● ● ● ●

「うちのお店も健康づくり応援団の店」
への加入推進（普及啓発）
ヘルシー外食コンテスト2023の開催
ヘルシー外食フォーラム2023の開催
市民への普及啓発（広報誌及び市ホーム
ページでの紹介・資料の配布）

大阪ヘルシー外食推進協議会の事業を通じ
て、市民の健康づくりに繋がる食の環境整
備を推進できた。

大阪ヘル
シー外食
推進協議
会

あり

他課・外部
団体との連
携

第４次に
おける掲載

「第３次・健康たかつき２１」に係る行政の取組状況（令和５年度実績及び評価）
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7

健
康
医
療
政
策
課

●
保健機能食品等の知識
普及・啓発事業

栄養成分表示、誇大広告の禁止
などに関する適切な情報提供を
行うとともに食品・広告業者へ
の相談や指導を行います。

● ● ● ● ● ●

食品表示基準制度（栄養成分表示等）に
関する相談・指導：9件
虚偽誇大表示に関する相談・指導
市民への普及啓発（市ホームページでの
紹介及び資料の配布）

市民及び食品・広告業者に対し、栄養成分
表示、誇大広告の禁止などに関する適切な
情報提供を行うことができた。

あり

9

健
康
医
療
政
策
課

●
健康教育事業（市民医
学講座）

市民の健康づくりに資すること
を目的として、市民医学講座を
開催し、医療に関する知識を提
供します。

● ● ● ● ● ●
（一社）高槻市医師会と共催
１回講座（10月5日）を実施

市民に対して医療に関する知識を提供し、
健康づくりの一助となることができた。

（一社）
高槻市医
師会

あり

10

健
康
医
療
政
策
課

●
健康教育事業（市民歯
学講座）

市民の歯・口腔に関する健康づ
くりの意識を高めるため、市民
歯学講座を開催します。

● ● ● ● ● ●
（一社）高槻市歯科医師会と共催
１回講座（10月21日）を実施

市民に対して歯・口腔に関する知識を提供
し、健康づくりへの意識向上を図ることが
できた。

（一社）
高槻市歯
科医師会

あり

11

健
康
医
療
政
策
課

●
障がい児・者の歯科診
療と口腔指導の推進

身体障がい又は知的障がい、そ
の他障がいを有する人に対する
歯科診療を行います。

● ● ● ● ● ●

令和5年10月から水曜日を診療日に追加
診療日数：120日
（診療時間：9月まで通常、火・木曜日の
午後2時～4時）
（診療時間：10月から通常、火・水・木
曜日の午後2時～4時）

診療体制の拡充により、前年度よりも多く
の障がいを有する方に歯科診療を行うこと
ができ、口腔指導の推進を図ることができ
た。
令和４年度
患者数1,754人
令和５年度
患者数1,846人

（一社）
高槻市歯
科医師会

あり

12

保
健
衛
生
課

●
食品衛生知識の普及・
啓発

市民や食品等事業者からの要望
に応じて実施する講習会や面
談・電話での相談、広報誌及び
ホームページなどを通じて、食
品衛生に関する知識の普及・啓
発を行います。

● ● ● ● ● ●

講習会、窓口や電話での相談対応、及び
リーフレットやホームページ、広報誌に
よる情報提供を実施した

・講習会の実施：17回
・広報誌への掲載：4回
・ホームページへの掲載：随時

相談に対しては関係法令に則り、迅速かつ
的確に対応することができた。また、講習
会や広報誌、ホームページを用いて食品衛
生の普及・啓発に努めることができた。

あり

●

１．たばこ関連相談　42件
２．教材等の貸し出し　0件
３．改正健康増進法助言・指導　19件
４．啓発
①禁煙デー及び禁煙週間における啓発
（広報、展示等、受動喫煙防止啓発物品
の配布）
②二十歳のつどい（旧成人祭）における
啓発実施
③改正健康増進法、大阪府受動喫煙防止
条例の周知

たばこと健康に関する正しい知識や法・条
例の普及啓発、相談支援等を通じて、喫煙
率の減少や受動喫煙の防止を図ることがで
きた。

（一社）
高槻市医
師会

あり

肺がんなど様々な生活習慣病の
要因となる「たばこ」について
正しい知識を普及するととも
に、禁煙希望者への支援を通じ
て喫煙率の減少を図ります。施
設の禁煙・分煙化を推進し、受
動喫煙の被害の防止を図りま
す。

● ● ● ● ●●
ヘルスアップ（たばこ
対策）事業

8

健
康
医
療
政
策
課

2
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13

保
健
衛
生
課

●
食中毒・食品などに関
する苦情・相談対応

市民からの食品に関する苦情や
食中毒が疑われる情報を調査
し、再発や被害拡大を防止する
ための措置を行います。

● ● ● ● ● ●
・苦情：152件
・相談：1,346件

苦情・相談が寄せられた際には職員が一丸
となって迅速かつ適切に対応することがで
きた。

あり

14

保
健
衛
生
課

● ●
食中毒予防・食の安全
に関する出前講座

地域及び事業者主催の食中毒予
防・食の安全に関する講習会に
講師を派遣するとともに、意見
交換を実施します。

● ● ● ● ● ●

出前講座を通して市民と意見交換をした

・出前講座：2回

新型コロナウイルス感染症が５類感染症に
移行になり、出前講座を再開することがで
きた。

あり

15

保
健
予
防
課

●

こころの健康に関する
啓発およびイベントの
充実

精神疾患及びこころの健康問題
について、市民講座などを行い
ます。

● ● ● ● ●
市民講座、心のサポーター養成研修等実
施回数：5回

市民に対して精神疾患及びこころの健康問
題に関する正しい知識の普及、啓発を図る
ことができた。

あり

16

保
健
予
防
課

● こころの相談の充実
面談・電話・訪問にて、精神疾
患などについての相談に応じま
す。

● ● ● ● ●

相談（来所・電話・訪問）：延べ4,050人
※うち、自殺未遂者相談支援事業：延べ
22人

保健師、社会福祉士等の専門職が精神疾患
などについての相談に応じ、必要な受療支
援等を行った。

あり

17

保
健
予
防
課

● ●
アルコール依存症など
の相談

アルコール依存症の患者および
家族の問題を精神保健相談で支
援します。

● ● ● 相談（来所･電話・訪問）：延べ136人
本人及び家族からの相談に応じ、医療機
関、支援団体等の専門相談に関する情報を
提供するなど、必要な支援を行った。

あり

18

保
健
予
防
課

● ● ●
断酒会やＡＡなど自主
グループの支援

地域で活動している断酒会やＡ
Ａ（アルコール等の酒害者当事
者団体）を支援します。

● ● ●
当事者及び家族例会支援及び
研修会参加等：2回

地域で活動している断酒会との関係構築を
行うとともに、断酒会の活動について支援
を行うことができた。

あり

19

保
健
予
防
課

●
難病患者の栄養相談及
び情報の提供

難病患者の栄養相談及び栄養・
食事に関する情報の提供を行い
ます。

● ● ● ● ● ●

・管理栄養士による栄養相談（訪問
時）：1人
・保健師等による栄養相談（訪問時等）
16人

難病患者の栄養相談に対して、管理栄養士
又は保健師による栄養指導や食事に関する
情報提供を実施することができた。

健康医療
政策課

あり

3
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20

保
健
予
防
課

●
難病患者の口腔ケア相
談及び指導

難病患者の療養支援を行う中
で、特に口腔ケア及び歯科に関
する情報の提供を行います。

● ● ● ● ● ●

・歯科衛生士による口腔ケア相談・指導
（訪問時）：1人
・保健師等による歯科に関する相談（訪
問時等）：14人

難病患者の口腔ケア相談に対して、歯科衛
生士又は保健師による栄養指導や歯科に関
する情報提供を実施することができた。

あり

22

健
康
づ
く
り
推
進
課

● 肝炎ウイルス検診
肝炎に関する予防的な指導と肝炎
ウイルス検査の受診の啓発に取り
組みます。

● ● ●
令和5年4月1日時点で40歳の市民へ、5月
に無料クーポン券を送付

受診促進を図るため、特定の年齢を対象に
個別勧奨を実施することができた。

（一社）
高槻市医
師会

あり

23

健
康
づ
く
り
推
進
課

●

成人ピロリ菌検査及び
中学生ピロリ菌対策事
業

胃がんやその他の病気のリスクを
早期に減らすために、対象年齢の
成人のピロリ菌検査の費用一部助
成と中学2年生の検査と除菌治療
費の全額助成を行います。

● ● ●
成人ピロリ菌検査、中学生ピロリ菌対策
事業を実施

医療機関や中学校と連携し、成人や中学生
の健康づくりの推進を図ることができた。

保健給食
課、
（学）大
阪医科薬
科大学、
（一社）
高槻市医
師会

あり

あり● ● ●

＜個別＞肺、胃、大腸、子宮頸、乳がん
検診（4月1日～3月15日まで）
＜集団セット検診＞
①すこやかドック（肺･胃･大腸がん検
診）：5回
②レディースドック（肺･胃･大腸･子宮頸･
乳がん検診）：8回、うち保育付き検診3
回
③子宮頸･乳･大腸がん検診：17回、うち保
育付き検診11回
④まとめて健診（肺･胃･大腸がん検診と市
国保特定健診）：25回、うちメンズDay2
回
⑤まとめて健診✚（プラス）～レディー
スDay～（肺･大腸･子宮頸･乳がん検診と市
国保特定健診）：5回

・20歳女性に子宮頸がん検診、40歳女性
に乳がん検診の案内を送付
・40～69歳の男性および21～69歳の女性
に対して、受診勧奨案内ハガキを送付
・受診勧奨対象者のうち未受診者に再勧
奨ハガキを送付
・精密検査未受診者に受診勧奨通知書を
送付

特定健診とがん検診のセット健診や保育付
き検診を実施し、受診しやすい環境づくり
に努めた。

受診率の向上を図るため、ターゲットを
絞った受診勧奨案内ハガキを送付し、効果
的な勧奨、周知啓発に取り組んだ。

（一社）
高槻市医
師会

21

健
康
づ
く
り
推
進
課

● がん検診

対象年齢の市民に対し、保健セン
ターでの集団検診、医療機関での
個別検診を無料で実施します。検
診結果で、精密検査の対象となっ
た人のうち、精密検査未受診者に
ついては、早期治療につなげるた
めのフォローアップを行います。

4
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担
当
課

重点目標 分野別目標

事業名 内　容

ライフステージ

令和５年度実績
（回数、参加数、詳細等）

令和５年度実施
状況に関する評価

24

健
康
づ
く
り
推
進
課

●
高槻市国民健康保険特
定健康診査

市国保加入の40～74歳を対象
に、公民館・保健センター等での
集団健診、医療機関での個別健診
を無料で実施します。健診結果か
ら「特定保健指導」や「生活習慣
病重症化予防」の対象者を抽出
し、生活習慣病の重症化による循
環器疾患の予防につなげます。

● ● ●

受診者数：15,612人
（集団、個別合算）

※令和6年6月26日時点

令和５年度受診率確定後に評価実施とす
る。
効率的に集団健診を運営しつつ、個別健診
を最優先に勧奨強化するという方針によ
り、集団健診の実施回数が減少したことに
から、受診先の割合に変化があると推察さ
れる。

（一社）
高槻市医
師会

あり

27

健
康
づ
く
り
推
進
課

● 在宅障がい者健診
在宅障がい者が健康診査を受診す
る機会の充実に努めることで、健
康の保持・増進を図ります。

● ● ● ●
・集団健診：243人（計6回）
・個別健診：5人

特定健診と同様に個別健診を推奨してい
く。

（一社）
高槻市医
師会

あり

●

①高槻市国民健康保険特定健診（集団健
診）受診者の内、Ⅱ度以上高血圧者３４
４名に受診勧奨及び生活習慣改善指導を
実施　※健診当日実施者

②高槻市国民健康保険特定健診受診者の
内、HbA1c6.5以上の未治療者に受診勧奨
及び生活習慣改善指導を実施し、55名に
受診状況を確認。さらに、受診勧奨者
（集団健診のみ）の内、腎機能低下者が
医療に繋がった場合、医療機関と連携し
た糖尿病性腎症重症化予防対策を2名に実
施

※令和6年5月20日時点

①今後も、健診時に対象者に支援を継続し
ていく。

②令和5年度は事業実施途中ではあるが、
評価時点での支援完了（受診状況確認）者
が減少しており、支援がつながるよう実施
方法の検討が必要である。

（一社）
高槻市医
師会

あり

特定健診受診者のうち、高血圧及
び糖尿病のハイリスク者に対し、
病院受診勧奨や生活習慣改善指導
を行います。

● ●生活習慣病重症化予防

令和５年度終了率確定後に評価実施とす
る。
健診受託機関に対し、保健指導利用勧奨の
資材を提供し、利用勧奨を行うことができ
た。また、未利用者に対し、専門職から経
年結果等を踏まえた上で、勧奨を行うこと
ができた。

（一社）
高槻市医
師会

あり

26

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ●

● ● ●

【動機付け支援】
対象者：1,248人、支援終了者：200人
支援終了率：16.0％
【積極的支援】
対象者：339人、支援終了者：21人
支援終了率：6.2％
【合計】
対象者：1,587人、支援終了者：221人
支援終了率：13.9％

※令和6年6月26日時点

● ●
高槻市国民健康保険特
定保健指導

特定健診受診者のうち、メタボ
リックシンドロームや糖尿病のリ
スクがある人を抽出し、生活習慣
改善支援を行います。

25

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ● ● ●

5
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担
当
課

重点目標 分野別目標
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令和５年度実績
（回数、参加数、詳細等）

令和５年度実施
状況に関する評価

29

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ● ● ● 健康相談会

特定健診の結果の見方と自身の
健康状態への理解を深めてもら
うために結果説明会を行い、生
活習慣改善につなげます。ま
た、同会場で医師・栄養士・保
健師・薬剤師による個別相談会
を行い、健康づくりについて気
軽に相談ができる場を提供しま
す。

● ● ●

健康相談会における総合健康相談（医
師、保健師、管理栄養士、薬剤師）：全9
回 183人

健康状態への理解を深めるとともに、健康
づくりについての相談の場を設けることが
できた。

（一社）
高槻市医
師会

あり

各教室で参加者自身が設定した行動目標に
ついて、教室参加期間中に7割以上実践で
きた割合は、健康教室で3割弱、高血圧及
び糖尿病予防教室で4割強であり、一定数
は実践に結び付いたと考える。今後は7割
以上実践者が6割を超えるよう、さらに教
室の内容やスタッフの支援の見直しを行
う。

あり● ● ●

＜運動・栄養セット教室＞
・健康教室（生活習慣病予防）
　3回×3コース（8回）158人
　※最終回は翌年度
・高血圧予防教室
　4回×2コース（7回）111人
・糖尿病予防教室
　4回×2コース（7回）117人
　※最終回は翌年度
・R4各教室最終回の体組成測定会
　3回、31人

● ●
健康教育
（教室）

集団教室を通じて、生活習慣病
を予防するための生活習慣に関
する知識の普及・啓発に努めま
す。

あり

30

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ●

● ● ●

①毎月の広報誌にがん検診等と高槻市国
民健康保険特定健診の日程の情報を掲載
②健康だよりにがん検診等と高槻市国民
健康保険特定健診の年間予定を掲載
③市営バスでラッピング広告を実施
④健診未受診者へ受診勧奨のはがきを送
付
⑤高槻市ホームページで広報活動を実施
⑥松坂屋の懸垂幕によりがん検診・特定
健診受診勧奨を行う
⑦⑥と併せてＪＲ高槻駅南側人工デッキ
の掲示版によるがん検診受診勧奨を実施
⑧⑥と併せて松坂屋とがん検診・特定健
診啓発キャンペーンを実施

受診率向上のため、広報誌、健康だより、
市ホームページ等様々な媒体を活用し、健
（検）診の周知を図った。また、健診未受
診者に絞った受診勧奨のはがきを送付し、
効果的な受診勧奨に取り組んだ。

幅広い年齢層に向けて、松坂屋等と連携
し、がん検診・特定健診の周知啓発を行っ
た。

情報提供の充実

特定健診がん検診、健康づくりに
関する情報を健康だよりや広報
誌、市ホームページ、ケーブルテ
レビ、自治会回覧等を通じて、広
く提供します。

●●28

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ●

6
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31

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ● ● ● ● ● ●
健康教育
（出前講座）

地域主催の健康講座に出向いて
健康教育を実施、もしくは講師
派遣を行うことで、地域の主体
的な健康づくりを支援します。
また、講座を通じて、健康づく
りに関する正しい知識を普及す
るとともに、「第３次・健康た
かつき２１」について周知しま
す。

● ● ● ● ● ●
・出前栄養講座：4回（83人）
・出前健康講座：12回（278人）

食生活、運動等に関する出前栄養・健康講
座を実施することで、地域住民の健康づく
りの推進を図ることができた。

あり

32

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ● 3世代食育講座

地域の健康づくり推進リーダー
と連携し、4歳から小学6年生ま
での子どもと大人を対象に、世
代間で交流しながら行う調理実
習と講話を通じて、子どもや保
護者に望ましい食習慣と「食」
の重要性を周知します。また、
あわせて、「第３次・健康たか
つき２１」について周知しま
す。

● ● ● ● ●
新型コロナウイルス感染症の影響等によ
り中止

新型コロナウイルス感染症の影響等によ
り、数年間中止となった。

健康づく
り推進
リーダー

なし

33

健
康
づ
く
り
推
進
課

●
食育ＳＡＴシステムに
よる啓発

健（検）診会場やイベントなど
で食育ＳＡＴシステムを用いた
食事診断を行い、栄養バランス
の良い食事などを啓発します。

● ● ● ● ● ●
健康教室や健康相談会、地区活動等で実
施

各種教室や地区活動等で実施することによ
り、栄養バランスの良い食事についての啓
発ができた。

あり

34

健
康
づ
く
り
推
進
課

●
はにたん適塩プロジェ
クト

高血圧の予防・改善のため、塩
分控えめな「適塩」の食事の重
要性を啓発するとともに、食生
活等の生活習慣改善に関する知
識の普及・啓発を行います。

● ● ● ● ● ●

・高血圧予防教室：4回×2コース（7回）
111人※最終回は翌年度【再掲】
・適塩レシピ、適塩レシピ2、血圧手帳、
啓発資料等の作成・配布
・市ホームページで月1回レシピを紹介す
る「はにたん月イチ適塩レシピ」を実施
・市ホームページ及びSNS等での啓発
・ＪＲ高槻駅南側人工デッキ掲示版や本
庁での啓発展示
・啓発キャンペーンの実施

啓発キャンペーンや各媒体を通じて、幅広
い年代の市民に高血圧予防のための望まし
い生活習慣を啓発できた。

あり

35

健
康
づ
く
り
推
進
課

● 食育情報発信
食育に関する情報や取組を発信
することで、「食」の大切さを
周知・啓発します。

● ● ● ● ● ●

・ホームページ「たかつき食育ネット」
における毎月1回「食育ブログ」の掲載
・食育月間（6月）に本庁展示
・健康・食育フェア＆健康たかつき２１
シンポジウムでの周知・啓発

イベントや市ホームページを通じて、
「食」の大切さを啓発できた。

庁内食育
推進関係
各課

あり

7
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36

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ● ● ●
市民の健康・食育フェ
ア

健康づくり・食育への関心と理
解を深めてもらうために、関係
団体や教育機関、企業等と連携
し、子どもから大人までが楽し
める催しを行います。あわせ
て、「第３次・健康たかつき２
１」について周知します。

● ● ● ● ● ●

39

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ● ● ● 健康相談
電話・面談・訪問にて健康相談
に応じ、健康づくりを支援しま
す。

● ● ● 来所や電話での健康相談を随時実施
来所、電話相談時相談に対応することがで
きた。

あり

40

健
康
づ
く
り
推
進
課

● 産官連携事業

市内のフィットネス事業者と連
携し、運動習慣の定着及びメタ
ボリックシンドロームの改善の
ために、特定保健指導対象者に
対し、3か月間のフィットネス無
料体験を実施します。

● ● ●
フィットネス無料体験利用者：69人
(令和6年5月24日時点)

市内の協定先の事業所が8か所から9か所と
なり、利用者数の増加につなげることがで
きた。

市内
フィット
ネス事業
者

あり

41

健
康
づ
く
り
推
進
課

●
体組成計測定による啓
発

イベントや各種事業等で体組成
計測定を行い、身体活動・運動
に取り組むきっかけを作りま
す。

● ● ● ● 特定保健指導、健康教室等で実施
イベントや各種事業等で体組成計測定を行
い、身体活動・運動に取り組むきっかけ作
りを図った。

あり

・幹事会を実施（2回/年：内書面開催1
回）
・会員への「健康たかつき２１ネット
ワーク通信」の配布による情報共有（2回
/年）
・会員の取組状況等調査及び調査結果の
会員への共有及び調査結果の市ホーム
ページへの公開（1回/年）
・健康たかつき２１ネットワーク実践交
流会を実施（1回/年）

会員間の情報共有等を図ることができ、各
団体の今後の取組を考えるきっかけづくり
となった。

あり● ● ● ● ● ●● ●
健康たかつき２１ネッ
トワークの推進

関係団体や教育機関、企業等と
連携・協力し、情報交換等を行
いながら、市全体で健康づく
り・食育の推進に向けた総合的
な取組を行います。

● ●

38

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ●

健康たかつき２１シン
ポジウム

市民一人ひとりが生活習慣を見
直し、自ら健康づくりに取り組
むきっかけを作るために、講演
会等を通じて、健康づくり・食
育に関する情報を市民に広く提
供します。あわせて、「第３
次・健康たかつき２１」につい
て周知します。

● ● ● ●● ● ●37

健
康
づ
く
り
推
進
課

●

日程：9月3日（日）高槻城公園芸術文化
劇場北館（旧現代劇場）において実施し
た

来場者数：1,763人

幅広い年齢層の方々が来場され、イベント
を通じて、自らの健康づくりや食育につい
ての考える機会とすることができた。

（社福）
高槻市社
会福祉協
議会、
健康たか
つき２１
ネット
ワーク

あり

8
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担
当
課
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令和５年度実績
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令和５年度実施
状況に関する評価

42

健
康
づ
く
り
推
進
課

● ●
健康づくりの自主グ
ループの支援・育成

教室参加後の生活習慣改善効果
を継続させるために、教室参加
者による自主グループの支援・
育成を行います。

● ● ●
新たな自主グループの立ち上げ希望がな
かったため、支援は行わなかった

新たな自主グループの立ち上げ希望がな
かったため、支援は行わなかった。

なし

43

健
康
づ
く
り
推
進
課

●
市バスdeスマート
ウォーク事業

市民が主体的・継続的にウォー
キングを実行するための環境づ
くりを行うことで、身体活動量
の増加や運動習慣の定着を図り
ます。

● ● ● ● ● ●
路面表示（約200か所）を継続し、ウォー
キング環境の向上に努めた

ウォーキング環境の向上に努め、市民の身
体活動量の増加や運動習慣の定着を図っ
た。

高槻市
交通部

なし

45

健
康
づ
く
り
推
進
課

●
地域で活動する栄養士
の支援

地域で活動する「高槻市栄養士
会」所属の栄養士を支援するこ
とで、地域における健康づく
り・食育の推進を図ります。

● ● ● ● ● ●

高槻市栄養士会所属栄養士を対象に、社
会福祉協議会主催で開催された研修会に
おいて、市の栄養関連事業等について情
報共有を実施した

市の栄養関連事業に従事する高槻市栄養士
会所属栄養士と事業の目的や状況を共有す
ることが出来た。

あり

● ●

・集団健診：全6回
・個別健診を実施（4月1日～3月15日ま
で）
・約10,000枚のチラシを作成し、各歯科
医療機関、市施設に配布
・40～70歳の10歳刻みの市国民健康保険
被保険者に受診勧奨ハガキを送付
・30歳および40～69歳の男性、20～69歳
の女性にがん検診等受診勧奨にあわせて
勧奨を実施
・市バス車外および車内広告の掲示
・ＪＲ高槻駅南側人工デッキでのポス
ター掲示

歯科医療機関や関係部署と連携し、健診の
周知啓発を図るとともに、ターゲットを
絞った受診勧奨ハガキを送付し、効果的な
勧奨に取り組んだ。

市バス広告、JR高槻駅南側人工デッキポス
ター掲示等で幅広い年齢層に向けて健診の
周知啓発に努めた。

（一社）
高槻市歯
科医師会

あり成人歯科健康診査

18歳以上（ただし妊産婦は18歳
未満も可）を対象に「かかりつ
け歯科医」による個別歯科健康
診査（歯っぴー健診）と保健セ
ンターでの集団歯科健康診査を
無料で実施します。

●●44

健
康
づ
く
り
推
進
課

9
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状況に関する評価

46

健
康
づ
く
り
推
進
課

●
健康づくり推進リー
ダーの養成

地域で中心となり、健康づく
り・食育を推進する「健康づく
り推進リーダー」を養成し、連
携を取りながら、地域の健康課
題を解決するための取組を行う
ことで、地域の主体的な健康づ
くりを目指します。

● ● ● ● ● ●

・新任リーダー研修を実施（1回/年）
・健康づくり推進リーダー連絡会を実施
（1回/年）

研修や連絡会を通じて、健康づくり推進
リーダーの活動に関する情報の提供や、他
の健康づくり推進リーダーと交流する機会
を設け、主体的な活動への支援を行うこと
が出来た。

あり

48

保
育
幼
稚
園
総
務
課

● 食育研修会

公立保育所・公立認定こども
園・公立幼稚園・民間保育所・
民間認定こども園などの職員を
対象に、「食育」をテーマとし
た研修会を開催し、各施設での
食育の推進を図ります。また、
民間保育所においては、研修会
や実習会を実施し、給食の向上
を図るとともに、食育への取組
を進めます。

●

・児童福祉施設研修会（食事提供関係）
をオンラインで実施
・児童福祉施設関係者研修会を実施：2回
計163人

感染症の影響により4年ぶりに児童福祉施
設関係者研修会を対面形式で開催した。市
内各保育施設職員に対する研修を実施する
ことで、食育や給食提供に関して知識を深
める機会を提供することができた。

あり

49

保
育
幼
稚
園
総
務
課

● ● ● 子育て相談の充実

電話や面談にて、保護者からの
子育てに関する悩み相談を受
け、子育ての不安を解消するこ
とで、子どもの健全育成を図り
ます。

● ●

・子育て相談の実施
　保育所（公立8、民間15）
　認定こども園（公立4、民間30）
　支援センター（公立1）
・居場所づくりとして、乳幼児の保護者
と子どもが自由に遊べる（フリースペー
ス）部屋の提供

フリースペースや園庭解放の活用時にゆっ
たりとした雰囲気の中で相談事を聞く場を
提供することができた。

あり

・給食の提供内容は、随時評価、見直しを
行いながら、改善を図ることができた。
・感染症対策を行いながら食育活動を実施
することができた。

あり●

・給食提供（入所・入園児童数（月平
均）1,419人）
・市立保育所・認定こども園で食育計画
に基づく食育の推進
・毎月食育の日を中心に給食食材の展示
・献立表及びおたより配布
・献立表及び作り方のＨＰ掲載
・未就園児への給食試食：2回　計18人
・公立保育所・認定こども園の児童の保
護者への給食試食は新型コロナウイルス
感染症の影響により実施なし

保育所給食での栄養管
理及び食育の推進

公立保育所・認定こども園にて
年齢に応じた適切な給食を提供
することにより、入所児童の健
全な発育及び健康の維持・増進
を図ります。また、保育所給食
を通じて、乳幼児とその保護者
を対象に、乳幼児期からの適切
な食事のとり方や望ましい食習
慣を啓発し、その定着を図りま
す。あわせて、給食献立をホー
ムページにて広く市民に紹介
し、家庭での活用と「食」に関
する情報を発信します。

●47

保
育
幼
稚
園
総
務
課

●
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51

子
ど
も
保
健
課

● 妊婦の教室

妊婦とその家族を対象に、パパマ
マデビュー教室を実施し、妊娠期
の食生活についての知識を普及・
啓発します。

● ●

「パパママデビュー教室（ライフスタイ
ルコース）」へ名称変更
年12回、79人

R4よりオンライン開催とし、妊娠期の食生
活について知識の普及・啓発に努めた。

高槻市栄
養士会

あり

52

子
ど
も
保
健
課

●
乳幼児健康診査におけ
る啓発

乳幼児の保護者を対象に、乳幼児
期の生活リズムと食生活が重要で
あることを啓発し、乳幼児の発達
段階に応じた望ましい食習慣の定
着を図ります。

●

・4か月児健診：36回　2,177人
・1歳6か月児健診：36回　2,312人
・3歳6か月児健診：36回　2,435人
・経過観察健診：24回　331人

乳幼児健診を通じて発達段階に応じた食生
活の啓発や必要に応じた個別相談を実施し
た。

高槻市栄
養士会

あり

53

子
ど
も
保
健
課

● 乳幼児教室での啓発

乳幼児の保護者を対象に、乳幼児
期の生活リズムと食生活が重要で
あることと実践方法を啓発し、乳
幼児の発達段階に応じた望ましい
食習慣の定着を図ります。

●

・もぐもぐ教室（離乳食初期の教室）：
24回　646人
・ぱくぱく教室（離乳食中期・後期の教
室）：11回　180人
・親子幼児食教室：4回　37人

離乳食の時期に応じた内容で実施すること
ができた。

高槻市栄
養士会

あり

あり子育て相談の充実

電話・面談・訪問にて、妊娠、出
産、育児に関する悩みや相談に応
じるとともに、それらを解消でき
る場所の情報を提供します。

● ●

＜教室＞
・パパママデビュー教室
ライフスタイルコース：年12回79人
出産準備コース：年6回 125人
ウエルカムベビーコース：年12回448人
・もぐもぐ教室：24回　646人
・ぱくぱく教室：11回　180人
・親子幼児食教室：4回　37人
＜健康診査＞
4か月児健診：36回　2,177人
1歳6か月児健診：36回　2,312人
3歳6か月児健診：36回：2,435人
経過観察健診：24回　331人
＜電話相談＞12,019件
＜訪問指導＞3,700件
＜来所相談＞3,448件

あらゆる機会を通じて、妊娠・出産・育児
に関する相談ができる機会を提供した。

・歯科健診
　公立8保育所・13幼稚園・4認定こども
園で実施
　全児童対象（0歳児は萌歯している子）
・むし歯予防啓発事業
　公立8保育所・13幼稚園・4認定こども
園で年1回実施
・歯科衛生士による歯みがき指導
　4、5歳児対象
・歯科医師による講演

4、5歳児対象の歯科衛生士による歯みがき
指導や歯科健診を実施し、むし歯予防の啓
発を行うことができた。

あり

54

子
ど
も
保
健
課

● ● ●

公立保育所・幼稚園・認定こど
も園において、全児童対象に歯
科健診を実施します。また、4、
5歳児とその保護者を対象に、歯
科衛生士による歯みがき指導や
歯科医師による講演を行い、む
し歯予防について啓発します。

●●
歯科健診及びむし歯予
防啓発事業

50

保
育
幼
稚
園
総
務
課
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状況に関する評価

55

子
ど
も
保
健
課

● ● ● 地域子育て相談

地域において、乳幼児の保護者を
対象に、育児についての知識を普
及・啓発し、育児相談に応じま
す。

● ●
・地域子育て相談：17回　336人
・図書館連携：5回62人

地域で育児の相談や知識の啓発に努めR4に
比較して参加者が増加した。

中央・図
書館、
地区福祉
委員、公
民館、幼
稚園　等

あり

56

子
ど
も
保
健
課

● 妊婦の歯科保健

妊婦とその家族を対象に、ママ
パパ教室において、歯科医師や
歯科衛生士が講話や相談を通じ
て、歯の健康について指導・啓
発します。

●

「パパママデビュー教室（ライフスタイ
ルコース）」へ名称変更
年12回、79人

R4よりオンライン開催とし、妊娠期の歯の
健康について知識の普及・啓発に努めた。

高槻市歯
科衛生士
会

あり

57

子
ど
も
保
健
課

● 乳幼児の歯科保健

1歳6か月児健康診査や3歳6か月
児健康診査時において、幼児と
その保護者を対象に、幼児の歯
についての知識を普及・啓発し
ます。

●

・1歳6か月児健診（歯科健診）
　36回　2,312人
・3歳6か月児健診（歯科健診）
　36回　2,434人

乳幼児健診受診者に歯科健診及び歯みがき
などの口腔指導を実施した。

(一社)高
槻市歯科
医師会、
高槻市歯
科衛生士
会

あり

58

子
ど
も
保
健
課

● きらきら歯みがき教室
2歳7か月の幼児と保護者を対象
に、きらきら歯みがき教室で歯
の健康について啓発します。

● きらきら歯みがき教室：12回 154人
歯みがき教室において歯の健康の普及・啓
発に努めた。

高槻市歯
科衛生士
会

あり

59

子
ど
も
保
健
課

●
妊婦への禁煙指導の推
進

妊婦とその家族を対象に、ママ
パパ教室において、たばこの害
について啓発し、禁煙を勧めま
す。

●

「パパママデビュー教室（ライフスタイ
ルコース）」へ名称変更
年12回、79人

R4よりオンライン開催とし、妊娠期におけ
るたばこの害について知識の普及・啓発に
努めた。

あり

60

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

● ● 身体計測と子育て相談

乳幼児の発達状況を確認する目安
となる身体計測の場を提供すると
ともに、発達段階に応じた育児の
相談などに応じます。

● ● ● 毎月身体計測及び相談の実施

毎月身体計測を実施することで、乳幼
児の発達状況の確認や、発達段階に応
じた育児の相談などに応じることがで
きた。

あり

61

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

● 各種食育講座

乳幼児とその保護者を対象に、講
演や調理実習などを通じて、乳幼
児からの適切な食事のあり方を普
及・啓発し、望ましい食習慣の定
着を図ります。

● ●

・食育講座： 2回
・離乳食・幼児食クッキング講座、親子
クッキング講座、父子クッキング講座、
親子おやつクッキング、もぐもぐ教室：
83回

乳幼児とその保護者を対象に、講演や
調理実習などを実施することで、乳幼
児からの適切な食事のあり方の普及・
啓発や、望ましい食習慣の定着を図る
ことができた。

あり

12



が
ん

循
環
器
疾
患

糖
尿
病

栄
養
・

食
生
活

・
食
育

身
体

活
動

・
運
動

休
養
・

こ
こ
ろ

歯
・

口
腔

た
ば
こ

ア
ル
コ
ー

ル

社
会

環
境

妊
・
幼

学
童
期

思
春
期

成
年
期

壮
年
期

高
年
期

他課・外部
団体との連
携

第４次に
おける掲載

「第３次・健康たかつき２１」に係る行政の取組状況（令和５年度実績及び評価）

No
担
当
課

重点目標 分野別目標

事業名 内　容

ライフステージ

令和５年度実績
（回数、参加数、詳細等）

令和５年度実施
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62

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

●
子どもの食に関する情
報発信

ホームページや館内でのポス
ター掲示、チラシなどの配架を
通じて、「食」に関する情報を
提供します。

● ●

・館内にて食育の掲示や乳幼児期のメ
ニューレシピ、チラシを配架する
・市ホームページ「ＷＡＩＷＡＩカ
フェ」にてレシピ等の食育情報を提供す
る

ホームページや館内でのポスター掲示、乳
幼児期のメニューレシピ、チラシなどの配
架を通じて、「食」に関する情報を提供す
ることができた。

あり

63

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

● ● ● 子育て相談の充実

電話や面談にて、保護者からの
育児に関する悩み相談を受け、
子育ての不安を解消すること
で、子どもの健全育成を図りま
す。

● ● ●

・子育て支援センター
　公立1か所： 62件
　民間4か所： 598件
・子育て総合支援センター：1,670件
・つどいの広場: 2,018 件

電話や面談にて、保護者からの育児に関す
る悩み相談を受け、子育ての不安を解消
し、子どもの健全育成を図った。

あり

64

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

● 児童家庭相談事業

18歳未満の子どもとその保護者
を対象に、保護者の育児不安や
ストレス、親子関係などについ
ての相談に応じ、支援を行いま
す。

● ● ● ● ● ● 相談件数： 7,148件（継続相談含）

18歳未満の子どもとその保護者を対象に、
保護者の育児不安やストレス、親子関係な
どについての相談に応じ、支援することが
できた。

あり

65

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

● 歯みがき教室
0歳児の保護者を対象に、歯の磨
き方やむし歯予防について普
及・啓発します。

● ●

0歳、1歳から1歳6か月のはみがき教室
（赤ちゃんのお口ケア）： 6回（0歳）6
回（1歳から1歳6か月）

乳幼児の保護者を対象に、歯の磨き方やむ
し歯予防について普及・啓発できた。

あり

66
公
園
課

●
都市公園での健康遊具
の設置

市民要望などに基づき、都市公
園などで健康遊具を設置しま
す。

● ● ●

【安岡寺一丁目ばら公園】
ぶら下がり遊具
【川西二丁目ばら児童遊園】
ぶら下がり遊具
【藤の里公園】
ぶら下がり遊具

市民ニーズを把握し、健康遊具を設置し
た。

あり

13
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状況に関する評価

68

下
水
河
川
企
画
課

●
番田熱利用センター管
理運営事業

汚泥焼却熱を温水プールなどに
利用し、レクリエーションの普
及と健康の保持増進を図りま
す。

● ● ● ● ● ●

入場者総数：65,412人
・水泳教室
・健康体操（人員不足により中止中）

新型コロナウイルス感染症の５類以降に伴
い、入場者も回復傾向にある。周辺地域を
始めとして、児童や高齢者の健康増進、体
力強化に一定寄与していると評価できる。

あり

69

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

● 学校開放

市立小・中学校の運動場・体育
館を学校教育に支障の無い範囲
で開放し、青少年の健全育成や
生涯スポーツの推進を図りま
す。

● ● ● ● ●

小学校40校、中学校18校の運動場・体育
館を学校教育に支障のない範囲で開放
年間日数：延べ17,347 日
年間利用人数：延べ556,243人

年間利用人数については、見込みには達し
なかったが、いずれも前年度比では増加し
ており、青少年の健全育成や生涯スポーツ
の推進を図ることができた。

学校安全
課
高槻市学
校開放運
営協議会

あり

70

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

●
高槻シティハーフマラ
ソン

高槻シティハーフマラソン実行
委員会が実施するマラソン大会
の運営補助を行い、円滑な事業
促進と市民のスポーツ活動の振
興を図ります。

● ● ● ● ●

高槻シティハーフマラソンへの補助
大会申込者数：7,072人
大会参加者数：5,969人

見込みには達しなかったが、昨年度より申
込及び参加者が増加し、スポーツ活動の振
興を図ることができた。

高槻シ
ティハー
フマラソ
ン実行委
員会

あり

●

総合体育館、古曽部防災公園体育館、市
民プールにおいて、各指定管理者主催で
様々な年代を対象に体力づくり教室を実
施
総合体育館：200回、3,235人
古曽部防災公園体育館：210回、4,569人
市民プール：480回、3,810人
市民プールフィットネスルーム：270回、
2,675人

体力づくり教室全体の参加者が昨年度より
増加し、スポーツ活動の振興を図ることが
できた。

高槻みら
い創造
パート
ナーズ、
（公財）
フィット
ネス21事
業団

あり

スポーツの振興、市民の健康増
進及び体力向上を図るため、市
民プール、総合体育館、古曽部
防災公園体育館にてスポーツ活
動プログラムを提供します。

● ● ● ● ●体力づくり教室

予定通り、健康遊具を設置した。

健康づく
り推進課

長寿介護
課

なし

71

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

●

● ● ● ● ●

芥川緑地　健康づくり広場（アクトレ）
に健康遊具30基を設置
（令和６年3/16アクトレ開園）

ボート漕ぎ、バランスビーム、リズム
ボード、腕立て、ぶら下がり、腕立て
棒、ツイスト、コンパス、ゆっくりス
テップ、脇腹伸ばし、足つぼ、しんし
ん、ぐるぐる、ダブル踏み台昇降、脚伸
ばし、上体伸ばし、背伸ばしベンチ
（2）、踏板ストレッチ、ビームラン、懸
垂、うんてい、平行棒、腹筋ベンチ
（2）、ステップロード、のびのびベン
チ、ふみふみバンブー、ぶらぶらツ
リー、よこよこストレッチ

芥川緑地プール跡地整
備

子どもから高齢者まで、誰もが
楽しみながら健康づくりを行え
る公園を整備します。

●67
公
園
課

●

14
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72

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

●
総合型地域スポーツク
ラブ

地域住民が主体的に地域でス
ポーツ活動を展開する会員制の
総合型地域スポーツクラブの設
立･育成を支援します。

● ● ● ● ●

さくらスポーツクラブ、高槻北グリーン
クラブに対し、継続、発展の側面的援助
を行った

スポーツを通じて地域の様々な年齢層との
交流が図れた。

（公財）
高槻市文
化スポー
ツ振興事
業団

あり

73

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

●
スポーツ推進委員の活
動

市内小・中学校区に「スポーツ
推進委員」を設置し、地域住民
にスポーツの効用と必要性を啓
発し、地域住民のニーズに応じ
た事業を企画･立案し、地域での
スポーツの実践を促します。

● ● ● ● ● ●

体力測定会、ファミリースポーツの集
い、わくわく親子リズム、チャレンジ・
ザ・ウォーク、ニュースポーツの集い・
教室・大会、地域スポーツ振興活動、協
議会・研修会・幹事会

地域住民のニーズに応じた事業を企画･立
案し、地域でのスポーツの実践ができた。

（公財）
高槻市文
化スポー
ツ振興事
業団

あり

74

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

● 野外スポーツ活動

ハイキングコースの整備などを
通じて、野外スポーツの普及を
行い、体力・健康づくりを推進
します。

● ● ● ● ● ●
高槻市スポーツ・レクリエーション協会
加盟団体4団体、ハイキングコース整備

ハイキングコースの整備などを通じて、野
外スポーツの普及を行い、体力・健康づく
りを推進できた。

高槻市ス
ポーツ団
体協議会

あり

75

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

● 障がい者スポーツ振興

スポーツを行う機会の少ない障
がい者がスポーツを行う機会を
設定するとともに、障がい者ス
ポーツの振興を図ります。

● ● ● ● ●

障がい者スポーツ振興懇話会　年3回
・ふれあいプールレクリエーション
　7月：65人
・ふれあいレクリエーションスポーツの
集い
　3月：106人
・広報誌「障がい者とスポーツ」9月、3
月発行

障がい者スポーツ振興懇話会とともに障が
い者がスポーツを行う機会を設定し、障が
い者スポーツの振興を図ることができた。

障がい者
スポーツ
振興懇話
会

あり

76

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

●
けやきの森
市民大学事業

市民公開講座やセミナーを実施
し、身体活動・運動を含む、保
健や医療の知識の普及・啓発を
図ります。

● ● ●

＜秋期講座＞
・市内大学社会連携セミナー
　大阪医科薬科大学　（参加人数：47
人）
＜冬期講座＞
・市内大学社会連携セミナー
　大阪医科薬科大学　(参加人数：45人）

大阪医科薬科大学と共催で実施した連携セ
ミナーでは健康に対して関心が高まる近
年、生活習慣病をテーマとし、適切な食事
療法や楽しい運動療法について普及や啓発
を行った。

（学）大
阪医科薬
科大学

あり

15
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77

保
健
給
食
課

●
学校給食での栄養管理
と食に関する指導

適切な学校給食を提供するとと
もに、「食」に関する指導を行
うことで、児童・生徒の健康の
増進を図ります。

● ●

学校給食の栄養基準に基づき、栄養士が
配慮しながら献立を作成し、栄養指導と
食に関する指導を行った

毎日の献立を通じて、栄養指導と食に関す
る指導ができ、児童生徒の健康の保持増進
を図ることができた。

あり

78

保
健
給
食
課

●
学校給食を通じた食育
の推進

学校給食を通じて、児童・生
徒、その保護者を対象に、適切
な食事のとり方や望ましい食習
慣を啓発します。

● ● ● ●
毎月の学校給食献立表を学校から保護者
に配付した

献立表を配付することで、児童・生徒・保
護者への啓発につながった。

あり

79

保
健
給
食
課

●
栄養教諭などによる食
に関する指導

小・中学校において、「食に関
する指導の全体計画」に基づ
き、全教職員が協力して、給食
時間や特別活動をはじめ、教
科、道徳、総合的な学習の時間
な ど 学 校 教 育 全 体 の 中 で 、
「食」に関する指導を実施しま
す。

● ●

各小・中学校で、「食に関する指導の全
体計画」を作成し「食に関する指導目
標」を定め、特別活動、道徳、総合的な
学習、各教科、学校行事を通して、家
庭、地域とも連携しながら計画的な指導
を行った

各小学校において、様々な時間を通して、
学校教育全体の中で食に関する指導ができ
た。

健康づく
り推進
課、（社
福）高槻
市社会福
祉協議会

なし

80

保
健
給
食
課

● 学校給食献立募集

小学6年生、中学1・2年生を対象
に栄養バランスのとれた献立を
募集し、優れた献立を学校給食
で実施することで、「食」に関
する知識を深めます。

● ●

・昨年度の応募の中から、4献立を給食で
実施した。
・次年度に向けて、小学6年生、中学1・2
年生を対象に栄養バランスのとれた献立
を募集した

計画通り献立を実施した。
栄養バランスのとれた献立を考えること
で、食に関する知識や関心を深めることが
できた。

あり

81

保
健
給
食
課

●
学校給食を活用した食
情報の発信

学校給食献立を市ホームページ
にて広く市民に紹介し、家庭で
の活用と「食」に関する情報を
発信します。

● ● ● ● ● ●
ホームページにより、学校給食献立やレ
シピを紹介した

ホームページにより、広く市民に情報発信
できた。

あり

82

保
健
給
食
課

●

地元産農産物による給
食（学校給食高槻産農
産物の日）

高槻の農家で大切に育てられた
農産物を学校給食に使用するこ
とで、児童・生徒が食材の生産
から流通、消費までを学習する
機会とし、食べ物への感謝の心
と食べることへの興味を高めま
す。

● ●

・年間117回の米飯給食で全量地元産米を
使用、年間2回の米粉パンに地元産米粉を
使用
・農林緑政課と協力し、地元農家で栽培
された大阪エコ農産物などを給食で使用

計画通り地元産の農産物を使用した。
高槻の農業に対する理解や関心を深め、食
べ物への感謝の心と食べることへの興味を
高めることができた。

農林緑政
課

あり

83

保
健
給
食
課

●
小・中学生への歯科指
導

小学3年生と中学1年生を対象
に、むし歯と歯周病の原因を普
及・啓発するとともに、正しい
歯の磨き方を実践指導すること
で、むし歯と歯周病を予防しま
す。

● ●

口腔清掃指導
対象者：小学校3年生（2,706人) 、中学校
1年生（2,607人）
指導機関：（財）サンスター財団
指導内容：講話による歯磨き指導等

むし歯と歯周病の原因を理解するととも
に、効果的な歯磨き方法を身につけること
で、むし歯の予防に努めた。

（財）サ
ンスター
財団

あり
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第４次に
おける掲載

「第３次・健康たかつき２１」に係る行政の取組状況（令和５年度実績及び評価）

No
担
当
課

重点目標 分野別目標

事業名 内　容

ライフステージ

令和５年度実績
（回数、参加数、詳細等）

令和５年度実施
状況に関する評価

84

青
少
年
課

● 食育講座

青少年を対象に食育講座を開催
し、食材に関する知識や食べ物
の大切さを楽しく学ぶ機会を提
供することで、食育の推進を図
ります。

● ● ● 食育講座　6回：130人
青少年を対象に食育講座を開催し、食材に
関する知識や食べ物の大切さを楽しく学ぶ
機会を提供した。

あり

85

教
育
総
務
課

● 家庭教育学習会

保護者を対象とした料理教室な
どを通じて、家庭教育を啓発・
推進し、子どもの健全育成を図
ります。

● ● ● ● ●
健康増進に係る学習会　2回　75人
食育に係る学習会　　　1回　38人

PTAと共催でPTA家庭教育学習会を実施し
た。

PTA あり

86

教
育
指
導
課

●
スクールカウンセラー
の派遣

小中学生を対象に、いじめや不
登校などの生徒指導上の課題に
対して、児童生徒の心の安定を
図るとともに、いじめや不登校
の早期発見や早期対応を図りま
す。

● ●

18中学校区及び6小学校（拠点校）
計24校に配置
小中学校緊急派遣462時間
相談人数：延べ6,337人

いじめや不登校等の児童生徒の指導上の課
題に対して、児童生徒の心の安定を図るこ
とができた。

あり

87

交
通
部
総
務
企
画
課

●
たばこの害の普及・啓
発

バス停の標柱へのポスター掲示
により、たばこの害の普及・啓
発を図り、受動喫煙の防止対策
を図ります。

● ● ● ● ● ●

各バス停の禁煙啓発マークの紛失・汚れ
等の確認及び交換等を継続し、啓発活動
を行った

啓発活動を通し、受動喫煙の防止を図るこ
とができた。

あり

88

水
道
部
総
務
企
画
課

●
公共施設の禁煙分煙対
策

水道部庁舎および大冠浄水場に
おいて、建物内及び公用車内を
禁煙とすることにより、受動喫
煙の防止を図ります。

● ● ● ● ● ●

大冠浄水場において、建物内を禁煙とし
屋外に喫煙所を設置（平成16年6月）及び
公用車内を禁煙とすることにより、引き
続き受動喫煙の防止を図る
水道部庁舎については耐震化工事に伴
い、喫煙所を廃止し敷地内の完全禁煙化
を行った

耐震化工事という機会をとらえて完全禁煙
化を行うことができた。引き続き、受動喫
煙の防止を図る。

なし
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